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研究成果の概要（和文）： 
 ウナギ資源変動機構の解明のため、小規模な産卵回遊を行っている熱帯ウナギ(A. 
celebesensis と A. marmorata)仔魚の接岸回遊およびインドネシア・スラウェシ島に
おける下りウナギの降河回遊生態を調べた。その結果、ウナギ属魚類ではおよそ 70
年ぶりとなる新種(A. luzonensis)の記載も行うとともに、熱帯ウナギの降河・繁殖
生態に関わる重要な知見を得ることが出来た。 
 
研究成果の概要（英文）： 
To understand mechanisms of stock fluctuation of the anguillid eels, the downstream 
and the oceanic larval migration of ancestral tropical species (Anguilla celebesensis 
and A. marmorata) have been studied.  This led the discovery of a new species (A. 
luzonensis) from the Philippines, and many important information on the downstream 
migration and spawning ecology of the tropical anguillids.   
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１．研究開始当初の背景 
 近年、ニホンウナギのみならず大西洋のヨ
ーロッパウナギやアメリカウナギなど、地球
上のウナギ属資源は著しく減少している。し
かしながら、いずれの種についても明確な原
因の特定や有効な保全方策の立案はできて
いない。この理由の一つは、ウナギの産卵場
が海にあることによる。特に、我が国はじめ
温帯域に生息するウナギは、遙か数千キロ離

れた外洋で産卵するため、その繁殖生態や産
卵場と生育場を行き来する回遊生態はほと
んど謎に包まれたままである。一方、インド
ネシア・トミニ湾内のセレベスウナギ 
(Anguilla celebesensis)は、河口域からわず
か 80 キロ程度の場所に産卵場をもち、温帯
種に較べて極めて規模の小さな産卵回遊を
行っている。このことは、温帯ウナギの大産
卵回遊が、その海洋生活期の実態解明を困難
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としているのに対し、熱帯性ウナギ属魚類は
その再生産機構の全貌を明らかにするモデ
ル種として有効であることを示唆する。すな
わち、セレベスウナギを中心とする熱帯性ウ
ナギ属魚類の産卵・接岸回遊生態の全貌を明
らかにし、これまで推測の域を出なかった海
洋におけるウナギの資源変動メカニズムを
明らかにできると考えた。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、百キロ以下の小規模回遊を行う
セレベスウナギを始め、熱帯性ウナギ属魚類
をモデルとして、その海洋生活期および降河
回遊を含む繁殖生態の全貌を明らかにする
ことを目的とした。 
 同時に、得られた知見に基づき、急務とな
っている世界のウナギ資源の管理・保全方策
の立案も目的とした。 
 
３．研究の方法 
(1) レプトセファルス期 
 セレベスウナギの産卵場および仔魚の回
遊・分散過程を調べるため、これまでの研究
航海により得られた熱帯性ウナギ属レプト
セファルスの種判別および分布様式の再検
証を行った。 
 
(2) 降河回遊生態 
 インドネシア・スラウェシ島中部に位置す
るポソ湖において、商業用の梁および延縄、
トラップによりセレベスウナギを始めとす
る熱帯性ウナギ属魚類を採集した。得られた
標本を黄ウナギおよび降河回遊を開始した
降りウナギに分け、それぞれ季節的出現状況、
生理・生態学特徴を比較した。 
 
(3) 繁殖生態 
 マリアナ諸島西方沖で採集された熱帯ウ
ナギ(オオウナギ A. marmorata)産卵親魚の
生物学的特徴を調べた。 
 
４．研究成果 
(1) レプトセファルス期 
 セレベスウナギの産卵場および仔魚の回
遊・分散過程を調べるため、これまでの研究
航海により得られた熱帯性ウナギ属レプト
セファルスの種判別および分布様式の再検
証を行った。その結果、従来の形態学的知見
ではセレベスウナギもしくはオオウナギ(A. 
marmorata)に分類される標本の中に、これま
で知られているウナギ属 18 種のいずれとも
異なるミトコンドリア DNA 遺伝子型を持つ 4
個体が含まれることがわかった。体長と日齢、
採集地点の海流などから、これらはフィリピ
ン・ルソン島周辺に接岸するものと推定され
た。そこで、インドネシア北部からルソン島
で採集したウナギ属魚類計 166 個体の形態と

ミトコンドリア DNA を詳細に調べたところ、
このうち 35 個体が、形態的にも遺伝的にも
他種とは異なる 1群を形成することが明らか
になった。そこで、このグループを 19 種類
目のウナギ属魚類 A. luzonensis WATANABE, 
AOYAMA&TSUKAMOTO 2009 として記載した。本
種は、従来のウナギ属魚類の分類において、
セレベスウナギと認識されていた可能性が
極めて高い。さらに、これまで得られたウナ
ギ属仔魚の分布を調べたところ、セレベスウ
ナギがインドネシア周辺海域など多島海域
で産卵、限られた周辺の沿岸域にのみ分布す
るのに対し、本種は北太平洋に産卵場を持ち、
西部北太平洋一帯に広く分布する可能性が
示唆された。このことは、小規模産卵回遊と
限定的な分布域特性を前提として企画した
本研究の根幹に係わる大きな課題である。新
種記載という生物学的には極めて重要な発
見があったものの、本研究遂行のためには、
これら両種の分類と生態に関し、さらに詳細
な基礎情報の集積が必要である。 
 
(2) 降河回遊生態 
 2009 年 2 月‐2010 年 10 月にかけて、イン
ドネシア･スラウェシ島のポソ湖流出口に設
置した簗などを用いて、降海回遊を開始した
セレベスウナギの雌 64 個体とオオウナギの
雌 37 個体を採集した (回遊群：図 1)。ポソ
湖内および周辺河川で延縄と鰻筒を用いて
定着期の雌のセレベスウナギ 21 個体、オオ
ウナギ21個体を採集した (非回遊群：図1)。 

 GSI と最大卵群卵径の計測および卵巣の組
織観察を行ったところ、セレベスウナギの回
遊群の GSI (6.9 ± 1.8) と最大卵群卵径 
(392.2 ± 49.3 μm) は、オオウナギの回遊
群 (GSI：3.1 ± 0.8、最大卵群卵径：229.8 
± 35.5 μm) に比べて顕著に高いことが分
かった(図 2)。組織観察においても、セレベ
スウナギの回遊群の 35.9%が第一次卵黄球期，
60.9%が第二次卵黄球期まで成熟が進行して
いたのに対し、オオウナギの回遊群の多く 
(81.1%) が油球期であり、セレベスウナギは

図１ 採集されたセレベスウナギとオオウナギ

の回遊群、非回遊群の体長組成 



 

 

降海回遊時の成熟度が著しく高いことが分
かった。孕卵数はセレベスウナギが
1,881,600‐11,465,400 粒、オオウナギは
10,060,120‐57,711,360 粒と推定された。 
 
(3) 繁殖生態 
 水産庁調査船開洋丸および北光丸により、
マリアナ諸島西方海域で採集されたオオウ
ナギ（2008 年 6 月雄 1 個体(M-1)、2009 年 6
月雌雄各 1 個体(F-1，M-2)、2010 年 8 月雌 1
個体(F-2) ）について、肥満度、GSI、最大
卵群卵径の計測および生殖腺の組織観察を
行った。その結果、卵巣に排卵後濾胞が観察
されたことなどから、雌 2個体は産卵経験個
体と判断された。F-2 の孕卵数(残卵数) は僅
か 481,789 粒であり、既に卵巣卵の約 97%を
産卵した可能性がある。また、卵径頻度分布
が 2個体とも双峰型であったことから(図３)、
ウナギ属魚類が複数回産卵を行うことが示
唆された。 
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